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7
Keio-Vienna Joint Seminar

Experimental Studies of Social Cognition in Birds.

開催日 2007年10月23日‐25日

企画班  国際教育研究プログラム

企画者  L.Huber

講演者  渡辺茂(塾 内)

 ウ イーン大 学 は本 グローバルCOEの 国 際連携 拠

点の一つであ り、L. Huber教 授 は事業推 進担 当者の

ひとりで もある。今 回の講義は生命科学 部の"The

evolulion of Social Cogni�n"と い うレクチャーシ

リーズの一 つ として招聰 された ものである。事 前 に

いくつかの選 択 肢 を提 示 したが、"Experimental

studies of social cognition in birds"が よかろうとい

うことにな り、烏類の種 弁別、個体弁別、個体の行

動の弁別、模 倣、それ らの脳 内機構 、 といった トピ

ックスについて講義 を行 った。講義終 了後 はちょう

ど季節であるのでグリンッイングでホイリゲ(新 酒)

を楽 しんだ。以 前にキンギ ョにバ ッハの曲 を聴 かせ

る実験 を して、 あま りうまく行 かなかった話 を し、

ついでに、 マスにシューベル トを聴かせればうまく

行 ったか もしれない、 とい う冗談 を言 った ら大変 に

うけた。              (渡辺 茂〉
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